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エボニック、mRNA および遺伝子治療に用いられる脂質
ナノ粒子(LNP)製剤のスケールアップ能力を向上

• クナウアー（KNAUER）社との提携により、脂質ナノ粒子（LNP）製剤の

スケールアップ技術を合理化・改善

• 初期の前臨床開発に必要な時間を大幅短縮

• mRNAおよび遺伝子治療市場における製品やサービスをさらに拡大

エボニック インダストリーズ（本社：ドイツ、エッセン 以下「エボニック」）は、科

学機器メーカーであるクナウアー・ヴィッセンシャフトリッヒェ・ゲレート社

（KNAUER Wissenschaftliche Geräte GmbH、本社：ドイツ、ベルリン 以下

「クナウアー社」）と共同で、脂質ナノ粒子（LNP）製剤のスケールアップ技術の

向上に取り組んでいます。エボニックの処方設計およびスケールアップの専門

知識とクナウアー社の技術ノウハウを組み合わせることで、お客様はより効率

的に市場投入までの時間を短縮することが可能になります。その結果、初期

の前臨床開発に要する時間も大幅に短縮できます。

エボニックのニュートリション＆ケア部門に属するヘルスケア部は、ライフサイ

エンスや業界のリーダーとのパートナーシップを活用し、核酸ベース医薬品の

イノベーションなど、バイオソリューションの製品群を拡大しています。

ヘルスケア部責任者ヤン・ダーベ（Yann d'Hervé）は、「当社は化学や処方技

術に関する広範な専門知識により、mRNA（メッセンジャーRNA）および遺伝

子治療の成長市場で大きなシェアを獲得しています。クナウアー社と提携する

ことで、弊社独自のソリューションを提供する体制をさらに充実することができ

ます」と述べています。

核酸医薬は非経口薬市場全体において大きな割合を占め、現在も拡大を続

けています。エボニックは脂質および LNP医薬品開発活動を通じて、世界中

の製薬会社をサポートしています。LNPだけでもその市場規模は 6億米ドル

以上（最大 10億米ドル）と推定され、今後 10年間は継続的な成長が見込ま

れています。

ヘルスケア部成長プロジェクト責任者のアンドレア・エンゲル（Andrea Engel)

は、「クナウアー社と協力することで、非常に小規模なプロトタイプから生産規

模のリード製剤、そして直接 GMP（医薬品の製造管理及び品質管理の基準)

に対応した医薬品生産に移行するスピードを高めることができます」と述べて

います。
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クナウアー社は、研究および商用の高性能理科学機器で有名な企業です。エ

ボニックは最近、同社の Impingement Jet Mixing NanoScaler Pro（IJM）

という技術を導入しました。この技術は、労働力と長い時間を要する実験の必

要性を低減することができ、核酸 LNP製剤における長年の課題に対処するも

のです。また、実績のある IJM大規模システムの導入を必要としないスケール

アッププラットフォームでも、最適な LNP製剤のスクリーニングに伴う時間と材

料コストを大幅に削減することができます。 

 

クナウアー社で精製・カスタマイズソリューション部門責任者を務めるアーニ

ャ・フース（Anja Fuss）は、「エボニックと連携することで、両社の専門分野を

補完し合い、卓越した処方技術などを通して、患者様の転帰の改善につなげ

ることができると確信しています」と述べています。 

 

生細胞のビルディングブロックを構成する脂質は、mRNAなど核酸ベースの

医薬品の効率的なカプセル化とデリバリーに不可欠です。核酸は特定の脂質

で構成された LNPに封入されます。この LNPは核酸を分解から保護し、安全

に細胞内に送り込み、そこで核酸を放出させます。LNPは現在最も先進的な

ドラッグデリバリーシステムで、新型コロナウイルスとの闘いにおいて世界中で

利用されています。 

 

エボニック バンクーバー ラボラトリーズ（旧称：トランスフェラー・ナノサイエン

ス社・ノーザン・リピッズ社）は、30年近くにわたり、LNPやリポソームをベース

とした製剤の医薬品受託開発製造企業（CDMO）として業界をリードしてきまし

た。同社は、遺伝子デリバリーや先進的なナノ医薬品向けの脂質ベースの製

剤の初期段階の開発、スケールアップ、製造において比類のない実績を築い

てきました。エボニックのグローバルな研究・生産ネットワークを補完する拠点

であり、その中には、臨床用および小規模商業生産用の少量バッチサイズの

脂質を開発・製造するドイツ・ハナウの cGMP対応施設などがあります。ま

た、米国インディアナ州・ティピカヌーの拠点では、特殊脂質の迅速なスケー

ルアップと製造を行う新しい製造施設の建設が進行中です。 

 

 

エボニックのmRNAおよび遺伝子デリバリーについての詳細は 

https://healthcare.evonik.com/en/drugdelivery/mrna-and-gene-delivery 

クナウアー社についての詳細は 

https://www.knauer.net/ 

でそれぞれご覧いただけます。 
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エボニック インダストリーズについて  

エボニックは、100ヵ国以上で事業を展開するスペシャルティケミカルの世界的リーダーの1つです。2023

年度は、153億ユーロの売上、26.6億ユーロの営業利益（調整後EBITDA）を計上しました。  

革新的で収益性の高い持続可能なソリューションをお客様に提案するために、私たちは化学のその先を目

指します。「毎日の暮らしを豊かに」という同じ目的のもと、33,000人以上の社員が働いています。 

 

免責事項                                         

このプレスリリースに記載されている見通しや期待、または将来の予測に関する記述は、既知または未知

のリスクと不確実性を含む可能性があります。実際の結果や発展は事業環境の変化により異なる場合があ

ります。エボニック インダストリーズ AGはこのリリースに含まれる見通し、期待、記述に関して、更新の義

務を負いません。 

 

（本プレスリリースは、2024年 8月 13日付で本社から発行されたプレスリリースを翻訳しています。） 

 


